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1.研 究の紹介
「早大理工はいま」より

―
 (昭和 63年,早稲田大学理工学部)一

建 築学科

教 授 松 井 源 吾 MATSUI,Gengo

電話03-200-5908 51号 館18階 03室

【研究紹介】

中空スラプの開発

薄鉄板製の円筒型枠を埋め込んで中空

部を作る,現場打ちコンクリートスラブ

を,20年以上前に開発し,そ の研究と応

用につとめた。現在, 2万件以上の建物

に使用されていると推定される。

その研究と実例をまとめて,『中空スラ

ブ構造』(彰国社,昭和43年)お よび『中

空スラプの設計」(同 ,昭和49年 )を 出版

した。更に本年 5月 に「中空スラプの計

画と設計』(鹿島出版会)を 出版の予定で

ある。

流線 の曲線梁

等分布荷重をうける場において,大梁

の方向は,二次元流体の流線の方向と同

じとすることが最も有利であることを証

明した。 (日 本建築学会論文報告集,昭

513)以 後,種々の境界の場合について,

流線の曲線梁の解 を求めた。正多角形

(同 ,昭521),フ ラットスラブ(同,昭

529),楕円 (同 ,昭535),等である。

この曲線梁を実.際の建物に応用した。

熱海「ホテルニューアカオのレス トラン

棟」,「宝塚造形芸術大学の教室」,「学習

院中高等部体育館」,上田「塩田運動公園

体育館」,等である。

木構造の継手

ボルト接合に対 して,新 しくエポキシ

注入を提案して実験 し,変形が少なく耐

力が増すことを示した。また,ボ ル トの

応力伝達について,直交異方性弾性論で

の解をえている。 (同 ,昭61.4お よび昭

61.11)

画像法による力学

光弾性による応力解析として,「 アーチ

開国の応力」 (同 ,昭57.12),「 窓配置と

せん断応力」 (同 ,昭54.12),「 開日のあ

る耐震壁」 (同 ,昭 54.12),「 外周に荷重

をうける円板」(同 ,昭 61.5),「壁式架構

の剛域」 (同 ,昭51.11),等 がある。

今,研究中のものに,「ハンチのある梁

柱接合部の剛域」がある。二次元弾性論

による解をえているので,光弾性で確か



建築学科

MATSUI,Gengo

めている。

実験室に学生の手製のモアレ装置があ

る。膜のたわみの等高線をモアレで求め

ている。膜のたわみと相似の力学的現象

は多いのである。「フラットスラブの柱配

置」 (同 ,昭 59.11)で は,板の曲げの和

と膜のたわみが相似であることから,そ

の配置の優劣を論じた。「木材のねじりと

膜のたわみ」 (同,昭 61.2)では,直交異

方性の棒でも,境界を変換することによ

り等方性におきかえることが出来ること

を証明し,膜実験を行った。

前記の「流線の曲線梁」も,膜のたわ

みが利用出来るので,そ れぞれの場合に

ついて膜実験を行っている。

この画像法関係のものをまとめて,「見

える力学」 (鹿島出版会,昭和61年 )を 出

版 した。



「早大理工のこれから」より

【研究グループ】
代表者

分担者
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―
 (昭和 63年,早稲田大学理工学部)一

研究 プ ロジ ェク ト

理工学部建築学科

理工研特別研究員 (非常動講師)

理工学部建築学科

理工学部建築学科

吾

訓

恭

章

源

清

井

竹

村

谷

松

菊

田

西

【研 究 概 要】

海上都市,臨海都市,更に都市環境更新等広く都市空間に関する研究

を目的とする。

菊竹は,都市空間に対して,海上都市 (1958),塔上都市 (1958)等 を

提案,ハ ワイ海上都市計画 (1971)に も参画し,ア クアポリス (1975)

は沖縄博で実施させている。

松井は,海上構造として,底 のない箱の構造を提案,1978年 5m× 10

mの コンクリー ト模型を東京湾に浮べ,そ の振動を研究した。

田村は,海水に対する材料の特性を調べ
,

詳細な発表を行っている。

篠塚は,ラ ンダム振動,信頼性工学の権威

であるが,特 に海上構造物の振動制御の理論

を研究し,実験で確かめている。

西谷は,篠塚がコロンビア大学に在任中に

留学,そ の指導をうけた。海上構造物の挙動

に関する研究で,コ ロンビア大学 よりPh.D

をうけている。

今までは主として浮遊構造物の研究であっ

たが,今後は,そ れを進めると同時に,着床

構造物,埋めたて等についても研究 を進めた

い。

都 市 空 間 研 究
研究代表者 松井源吾 理工学部建築学科

電話 03-200-5908 51号館 18階03室



松 井源吾教 授 と松 井研 究 室

早稲田大学助教授 西谷章 記

―
 (昭和 63年,「早稲田建築」)一

現在第 13代稲門建築会会長 の松井源吾教授 は,弾性力学 ,光弾性の大家 とし

て知 られ,同時 に優れた構造 家 として流線 の曲線梁など斬新 な構造計画 を提案 ,

多 くの建築作 品 として実現 させています。「設計 か ら研究 テーマを,研究成果

を設計に」 を信条 に,研究,構造設計の両面で活躍,昭和 43年 には早稲田大学

理工学部校舎 の設計により,安東勝男先生 とともに,日本建築学会賞を受賞 さ

れています。

先生は,大正 9年 6月 新潟 県佐渡に生 まれ,佐渡中学,第一早稲 田高等学院

を経て,昭和 18年理工学部建築学科を卒業 され ました。引 き続 き,大学院 に

進み,意匠・ 振動・ 音響な ど全 てに万能 といわれた川島定雄先生の指導を受 け

られ ました。その後,昭和 23年理工学部専任講師,昭和 27年助教授,昭和 35

年工学博士 (学位論文「鉄筋 コンクリー ト壁体の剪断抵抗 に関す る研究」)と な

り,昭和 36年教授に就任 され ました。

この間,昭和 31年か ら 1年間は,後 に早稲 田大学客員教授 となる東京大学生

産技術研究所 の坪井善勝教授 の もとに国内留学。弾性力学 を一層極 めるととも

に,坪井研究室の方々 との交流 を深められ ました。

●

松井先生が「大学院の頃,いつ も二人行 を共 にしていた」 といわれるのが,現

鹿島建設副社長小堀鐸二京都大学名誉教授 です。小堀先生 は昭和 20年 に建築

学科を卒業後,大学院に進 まれ,川島定雄先生の指導をうけ られ ました。昭和

26年 に京都大学理工学部専任講師 として招聘 され,爾来助教授,教授 として耐

震工学の教育,研究に寄与 され,ス カイスクレイパーの研究 ,グラン ドコンプ

ライアンスの研究 をはじめ,今日の動的設計法の基礎 ともい える論文 を数々発

表 されて きました。昭和 34年 に工学博士,同年 日本建築学会 賞 をお受 けにな

つています。
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昭和 58年 より2年間,日本建築学 会会長 を務め られ,昭和 59年 に京都大学

退官後 は,近畿大学教授 をへて,昭和 60年鹿島建設副社長 に就任 され ました。

松井先生 とともに,昭和 53年 よ り大学院において「建 築構造 C」 の講義 を担

当されている田治見宏先生 は,小堀 先生 と並んでわが国の建築振動分野の第一

人者 として知 られ,昭和 35年には日本建築学会賞 を受賞 されてい ます。田治見

博士 は昭和 21年の東京大学第一工学部 のご卒業です。坪井研究室 出身で,昭和

27年以来,日 本大学理工学部 において助教授,教授 として教育,研究 に貢献 さ

れ,こ の間 日本建築学会副会長 をは じめ とする数々の役職 を歴任 され ました。

昭和 60年に田治見エ ンジニア リングサー ビスを設立,社長 として ご活躍です。

●

松井研究室では,独創性 を重んじ,常に応用の効 くことを目標 に,研究活動が

行われてきました。弾性力学問題 をは じめとして,高層建築物 にお ける動風圧

の測定 と解析,浮遊構造物の挙動の研究 など幅広い分野 に亘ってい ます。

松井先生の指導の下 , これ まで 19人の博士が誕生 しています。

昭和 38年,現在関東学院大学学長 となっている藤本一郎教授 (苗 28)が学位

論文 「鉄筋 コンクリー ト梁および鉄骨鉄筋 コンク リー ト梁の剪断抵抗 に関する

研究」 によ り,研究室初 の工学博士 となっています。昭和 42年 に は,望月重

武蔵工業大学教授 (苗 29)が「鉄筋 コンクリー ト壁体 の耐震設計 に関す る研究」

によ り,学位 を取得 してい ます。

昭和 48年以降,槙谷栄次関東学院大学教授 (苗 36)(学位論文「鉄筋 コンク リ

ー トスラブの直交異方性弾塑性解析 に関する研究」), 日本設計事務所大越俊男

博士 (苗 42),「梁 。柱接合部の弾性 理論的研究」,入江善久関東学 院大学教授

(苗 37)「 中空スラブ構造の研究」,安藤信好武蔵工業大学助教授 (苗 36)「鉄筋

コンク リー ト斜め格子梁床板の強度 に関する研究」,佐藤立美広島工業大学教授

(苗 42)「耐震壁 を有す る架構の解法 に関する研究」,田村幸雄東京工芸大学助教

授 (苗 44)「 円筒の渦励振 に関する研 究」,竹中工務店技術研究所瀬谷均博士 (苗

47)「 シェル構造物の位相差 を考慮 した地震応答 に関す る基礎的研究」,均氏の

父君 である東電設計常務瀬谷畔博士 (苗 24)「開回のある耐震壁の応力 と変形 に
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関する研究」,佐藤工業技術研究所須田健一博士 (苗 47)「高層建築物 に作用す

る風圧力 に関す る研究」,松井先生の助手の手塚升博士 (苗 46)「軽量 コンク リ

ー トのき裂問題 に関する基礎的研究」,田中輝明国士館大学教授 (苗235)「木柱

の捩 りと膜 のたわみの相似 に関す る研究」,楕木紀男関東学院大学助教授 「開

回のある鉄筋 コンクリー ト耐震壁の力学的挙動 とその補強方法に関する研究」,

塚越勇中部大学助教授 (苗238)「 接合部円板の応力に関する研究」,鹿島建設技

術研究所内藤幸雄氏 (苗 48)の「サイロの耐震設計 に関する研究」,竹中工務店

技術研究所深尾康三氏 (苗 46)の「低 ライズケーブル補強空気膜構造の力学的

性状 に関す る研究」,米国で コロンビア大学博士 となっている理工学研究所特

別研究員の西谷 (苗 48)の「木材 のボル ト接合 に関する基礎的研究」,国士館大

学助手の榎 田寛治氏 (苗大50)の「円形開回のある壁体の鉛直荷重時の応力解析

に関する研究」 と続 いています。

愛知工業大学 工博小高昭夫 教 授 (苗 26),工 学 院大学十代 田昭二教授 (苗

27),関西大学永井規男教授 (苗 34),鹿児島大学工博徳広育夫教授 (苗 32),

工学院大学望月洵助教授 (苗大36),芝浦工業大学永井亮一助教授 (苗 36),東

海大学伊東浅之助教授 (苗 38),坪井善勝先生の子息である法政大学坪井善隆助

教授 (苗 42)の方がた も松井研究室の出身で,教育界 において活躍 中です。

構造事務所 の代表者 を多 く生 み出 しているの も松井研 の特徴 です。昭和 49

年 より「構造実習 B」 の授業 を担 当の市川英一先生 (市川建築設計事務所所長・

稲門建築会副会長 (苗 27)),松井先生 とともに数多 くの構造設計 を手がけてき

た ORS事務所依 田定和所長 (苗235)を はじめ多 くの OBが活躍 中です。

また業界 においては,前述の瀬谷畔氏,20年近 くの間「設計製図 II」 ,「構造

製図」の授業 を担 当された竹 中工務店取締役舟橋功男氏 (苗 26),見上工業社長

見上鎌二郎氏 (苗 26),東京鉄骨専務松谷菊男氏 (苗 27),千代田化工建設取締

役 をへて現在千代 田テクノエース社長の佐藤清氏 (苗 28),三橋建築設計事務所

所長三橋千悟氏 (苗 30),佐藤武夫建築設計事務所専務宮入保氏 (苗 30),梓設

計大阪支社長相原啓一氏 (苗235)を はじめ多数の方々が活躍 されてい ます。
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松井研 (昭和 62年 11月 )

鰤 顆躙



2。 MS芝浦 ビル竣工

―
 (日召不口63生F2月 )一

2月 25日 が竣工式であった。

新聞には書いていないが,構造 の担当は泉諭事務所で,私が顧間である。

この建物 は,全部鉄骨造である。今 までの秀和の ビルは,梁は鉄骨であるが ,

柱 は鉄骨鉄筋 コンクリー ト造で,耐震壁がある。 この建物では,柱 も鉄骨の方

が経済的なのである。

敷地配置図

旧 海 岸 通 り ○́
ノ

M.S.芝 浦ビル

住宅棟

公
開
空
地

日刊建設工業新聞

(昭和 63年 2月 25日 )
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梁 も,柱 も鉄骨造で,耐震壁 とい うの もとりあいが悪 いので,筋違 にするこ

とにした。

カ ッ

皿バネ

座金

θ, 55

人
▼

◆

、
　
　
　
ぽ

ｒ
ｌ
ｌ
ム

暉
ｒ
▼

(b)皿 バネ座金

接合金物と皿バネ座金

(a)接 合金物

劃
翔
コ
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建物の固有周期の関係で,筋違 のため剛になることをさけたい,し か し,最

終耐力は上 げたい。それで,ガ タのある筋違 を考 えた。変形が大 き くなってか

ら,は じめて筋違が効 き出す,のである。筋違 は PC鋼棒 とし,ナ ッ トと受 け

板 の間にす き間をあけておけばよいわけであるが,全 くのガタ とい うのは,少々

心配である。 日本鋳造 にたのんで,やわ らかな,皿バネをはさむ ことを考 えて

もらった。 これによると,予備試験 のように,や わ らかな抵抗の後 , くっつい

て しまうと大 きく抵抗する。

2.5

1_0_
=手P△

2.0
(ti)

P

|

l,5

l.0

0.5

2      4 6    8    1o   12

-――一 ― ―sP∠1(mm)

皿パネの荷重一変形関係(予備実験結果)

この筋違 は,新 しい試みなので,鹿島建設の研究所で,実物の 1/2での試験

体 で実験 して もらった。ほぼ,予期 した結果 となった。

P
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この X形の筋違のある壁の左右 に,筋違 をさけて窓が とられている。これは

秀和小林社長のアイデ ィアである。
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3。 高層建築 につ いて

高層 建 築 につ いて

昭和初 期 の わ が国 の構造学 者 は 、 建物 は剛構造 が よ い か 、

柔構 造 が よい かの論 争が行 なわ れ た。

京大棚橋 博士 は、早 くか ら柔 構 造 を主張 され て いた。

柔 か剛 か は 、高 さが大 い に関 係 す る。

高 くなれ ば柔 となるのであ る。 高 さ 31mの 制 限があ っ たか ら、

実 際 的 には 、み な剛 なので あ る。

31mを 超 え る ことの経済 的必 要性 もなか った。

昭和 30年 代 に入 って、経済成長のため、高層の必要 性 が

諭ぜ られる よ うになった。
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京大小堀博 士 (現 鹿島建設 副社 長 )は 、わ が国 で も

スカイス ク レーパが建 ち うる こ とを示 唆 して い る。

アメ リカ は、随分昔 か ら、地震 波形 を採取 して いるの で あ る。

昭和 15年 に測定 され た、エ ル セ ン トロ地震 波 は、今で も日本 で

設計 に実 用 され ている。

昭和 30年 代 には、 アメ リカ は 、電 子 計算 機 が発 達 し、複雑 な

計算 が可能 とな っている。

ニ ュ ーマ ークは、採取 した地 震 波 形 を うけ た時 の建物 の 振 動 を

解 析 した。 この方法 は、多 くの 研 究 者 に よって 、実 用化 した。

わが 国で は、昭和 39年 に 、高 さ制 限 は撤 廃 され た。

しか し、 45mを 超 える もの は 、上 記 の方法 、 す なわ ち地 震波 に

よる建物 の振動 を解析 して安全 を証 明 しなけれ ば な らな い。

その審 査 は、建築 セ ン タ ーで お こなわ れ る。

審査第 5号 が霞 ヶ関 ビルで 、第 9号 が早稲 田大 学 前理工 学 部 で

あ る。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

構造を担当した建物

早稲田大学理工学部 1号館

船の科学館展望塔

ホテル・ ニューアカオ

雲竜ビル

日本モーターボー ト会館

福岡県庁舎

前橋市庁舎

秀和芝パークビル

福岡市庁舎 (議会棟 )

銀座テアトルビル

福岡市庁舎 (行政棟 )

川口総合文化センター

北区産業文化会館

安田火災名古屋ビル

田無タワー

地上階数

(階 )

18

18

23

12

11

14

14

15

12

15

14

18

19

軒高

(m)

59。 2

90.0

58.5

83.3

63.2

48.2

60。 3

55。 6

64。 5

57.8

63.5

62.7

88.5

78.5

95.0

評定年月

(昭和)

41.

45。

45。

46.

47.

53.

53.

55。

55。

59.

60。

61.

62.

62.

63.

2

5

10

7

12

6

12

4

8

11

4

11

2

4

1

なお、昭和45年 4月 より昭和56年 3月 まで、建築センターの高層の

委員をつとめた。

昭和 63年 3月

これは秀和小林社長に説明のため書いたものである。
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4.東 京都 金 属 プ レスエ 業 健 保 会 館 竣 工  23

班震:  コニ  エt

1.式 典 名   :東 京都金属プ レスエ業健保会館竣正式

2. 日  時 昭 和 63年 4月 27日 (水 曜 日 )

午前 11時 00分 ～ 11時 30分

3.場  所   健 保 会 館 中 会 議 室 (4階 )

4.主  催   東京都金属プ レスエ業健康保険組合

5,式 次 第   司

①理 事 長 挨 拶

②工 事 経 過 報 告

③感謝状記念品贈星

会   事 務 長

理 事 長

健保会館建設委員長

早 稲 田 大 学 教 授

小 島

黒 田

増 田

松 丼

鈴 木

業

設

松 井

秀 吉

香 澄

昭 男

源 吾

洵

腕

(1月

源 吾謝

　

祝

④

　

⑤

佐   藤   工

坂   田   建

辞  早 稲 田 大 学 教 授

辞

東京都福祉局社会保険指導部長

健康保険組合連合会専務理事

佐 藤

広 瀬

堅 一

治 郎
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謝 辞

まず,私と鈴木教授の二人 を信用 していただいて,設計の依頼 を

うけた ことを感謝 いた します。早稲 田大学 を信用 されたのか もしれ

ませ んが,どちらに して も,あ りがた く思 ってい ます。

鈴木 さんは,建築計画全体 を,間取 りや仕上 げな ど,担当され ま

した。各階,使用 目的が違 うのですか ら,間取 りも仕上 げも変 りま

すか ら大変です。吉岡所長 をはじめ工事の方々 も御苦労だった と思

い ます。

私 は構造 を担 当 しました。構造 とい うのは建物の安全のための設

計 です。 この建物 の構造の特徴の一つは,建物 内部 に梁がない こと

です。床 を厚 くして,そ の床 を中央 の 1本の柱で支 えています。梁

がないので,天丼高 を高 く出来 ました。地震に対 しては,外側だけ

で抵抗 させてい ます。もう一つは,吹抜 けの ところにある階段です。

これは支えがな く,階段 自体で もっているのです。

鈴木 さんは,今や人気作家ですので,来月号の建築雑誌 に,こ の

建物がいっせいに載 ると思います。 それに,私 と鈴木 さんと, どち

らの名前が先になるのか楽 しみです。

あ りが とうござい ました。
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■金属プレス健保会館(KIB8703)

所在地 東京都墨田区両国 4-30-7

主要用途 事務所 。健康保険組合員用

教養施設

設計

建築 鈴木詢建築研究所 。松井源吾

担当/鈴木拘 海口平太郎

岸上勝彦 五味睦雄 (元所員)

構造 松井源吾+ORS
担当/松井源吾 堀内邦夫

設備 フジゴウ技術士事務所 (空調。給

排水・衛生)

担当/水上宏一郎

松本電気設計(電気設備)

担当/松本克範

監理 鈴木拘建築研究所

施エ

建築 佐藤・坂田共同企業体

担当/吉岡幸雄 室田哲男

空調・衛生/菱和調温工業

電気/岡野電気工事

面積

敷地面積  600.36耐

建築面積  446.13耐

延床面積 2,780.78nf

(パーキングタワー含む)

1階 368.69耐 /2階  319.06耐

3階 309.34耐 /4階  365。 71耐

5ば 295.84耐/6階  295.84耐

7階 295.84耐 /8階  262.30nf

PHF 41.96耐

建ぺい率 74.31%(許容 :耐火100%)

容積率 428.21%(許 容 :536.56%)

階数 地上 8階

寸法

最高高 321,000皿 軒高 291,000Ш

階高 基準 01～ 8階 :3,600Ш

天丼高 基準 。各室 :3,000m

主なスパン 8,425皿 ×8,300皿

地域地区 商業地域 防火地域

道路幅員 南 8m 北35m

駐車台数 14台

構造 鉄骨鉄筋コンクリー ト造 一部

鉄筋コンクリー ト造 (フ ラット

スラブ)

杭・基礎 現場打ちコンクリー ト(ア ー

スドリルエ法)

「新建築」昭和63年 7月号より
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6 小国町体 育館竣工

総  工  費

構法 屋根部分

基礎部分

着 工 年 月 日

完 成 年 月 日

収 容 人 員

敷 地 面 積

延 床 面 積

アリーナ面積

事  業  名

―
  (日召不日63ピ年16リヨ)一

約5億円

木造立体トラス構法

鉄筋コンクリート

昭和62年2月

昭和63年5月末日

実業団パレーボール大会などで

約2.000人 、またコンサートなど

では約3.000人

約8,000耐
3.215面
1.496耐 44m× 34rn

山村地域若者定住環境整備

モデル事業
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7。 東京都江戸東京博物館建設基本計画

―
 (東京都 のパ ンフレッ トよ り)一

昭和62年 4月 1日 (財)東京都文化振興会 (麻布分室)へ資料収集業務を委託

9月 1日 東京都設言¬庚補者選定委員会が東京都江戸東京博物館設

計候補者として榊菊竹清訓建築設計事務所を選定

10月 26日 東京都江戸東京博物館建設推進委員会を設置

11月 4日  「マイタウン東京 '87-東京都総合実施計画」発表

昭和63年 2月 2日 日本国有鉄道清算事業団の資産処分審議会が両国駅前の

旧国鉄用地 (建設予定地)を随意契約で東京都に譲渡す

ることを了承

3月 31日  「東京都江戸東京博物館建設基本計画」発表
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7.東京都江戸東京博物館建設基本計画 35

日

日
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日

日
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8 奈良博 と新潟博

―
  (日召禾口63`年14月 )一

今 月 24日 のオープ ンの前に,21日 と 22日 に,「 な ら・シルクロー ド博」を観

に行 った。ORS事務所 の諸君 と一緒である。

テン ト,膜, ドーム と,全 く博覧会 らしい建物 ばか りである。

菊竹 さん と,そ のお弟子 さん達の設計である。全体 としての責任者 は,菊竹

さん と私である。

木造 ドームのための膜実験 (モ アレによる等高線)



8.奈良博と新潟博 37

ORSの諸君と見学

(63.4.21´ ′ヽ22)
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8.奈良博と新潟博 39
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瘍碧礫簸 “

もう,30年以上前の,新潟博の ことを思い出す。その博覧会は,武基雄先生

と蛭 田捨太郎先生が,設計 の責任者で あった。武先生の下で,沢野滞氏 (私 と

同級 )や菊竹 さんが手伝 っていた。私 も蛭 田先生の下で構造の手伝 いをした。

武先生の新潟での定宿 は,菊地屋で,私の父 も同 じなので,よ く会 った と,

父か ら聞いた。

菊竹 さんは,こ の博覧会のテーマタ ワーを担当され,構造 は私であった。菊

竹 さん との一緒の仕事 とい うのは,こ れがはじめてである。私の理解がおそい

と,た ち どころに模型 を作 って示 して くれ る,そ の手の早 いのに驚いた。

そのテーマタワーは,正三十面体の各三角形か ら,三角錐が出ている もので

ある。正二十面体の内部 に筋違 を入れな くて も安定なのか どうか心配で,中野

のアパー トで模型 を作 った。押 して も引 いて も,捩って も安定なのである。手

伝 って くれたのが,受験 で上京の従弟 の山本研君である。彼の受験 は昭和 28年

である。

あれか ら 35年か。

′ヽ́
黎



9 佐渡の地震

―
 (昭和 63:年 4月 )一

西谷助教授 は,信頼性工学の立場か ら,過去の地震記録 を調べてお られ る。

それ らの本の中の一冊 は,かな り詳 しい記録である。

宇佐美龍夫著「 日本被害地震総覧」(東大出版部)で ある。 この本 による と,佐

渡 に大 きな地震 は 4回 ある。

1741 VI11 28(寛 保l VI1 18)渡島

西岸・ 津軽・ 佐渡 λ=139,4° E9=41.5° N

νL6.θ   北海道西南沖の大島, この月の

上旬より活動し,13日 に噴火,15‖ には灰降

り

`1夜

を分かたずという.18日 夜 (1911早朝)

津波.北海道で死 1,467,流 失家屋729,同 破

壊 33,蔵 の流失 4,同 破壊 25,船 1,521破 壊 .

津軽で田畑の損も多 く,82戸 流失,死 8人 ,

船の被害 53.佐渡で家屋流失少なか らず.

180-1図 は津波の記事のあるところ.● =41.

6°Nか ? [3]

1762X31(宝 暦121X15)未 の中刻

佐渡 ス=138.7° E9=38.1°Nル′=6.δ [H」

石垣ところどころ崩れ,家屋破損.銀 山道崩

れ,死 考あ り.鵜島||で津波.26戸流失.新
潟で地割れを」iじ ,砂 と水を噴出する.日 光

で有感.111

1802X119(享 和2 Xl 15)巳 刻および

未刻 佐渡 λ=138.4° E 9=37.8° N M=
6.θ [11」  巳刻の地震は相川で漁家なく小

木港が干潟となった.未刻の地震は大 きく,

西南海岸は隆起 (沢崎～赤油問)し た.小木で

は2m隆起 し,60～70問 (約120m)千潟となっ

た.隆起は未刻の地震の数時間前,C現 われた.

この ことから え=138.3° E,,=37.7° Nと ,佐

定する.小木で 453戸のうち,ほ とんど全潰,

うち328戸焼失,死 18.佐 渡 3郡全体で焼失

328,決家 732,破 11家 1,423,上 蔵浪 1,同破

損 37,同焼失 23,死 19.|‖ 川では上蔵や石垣

が破損し,地 面に割れ日がで きた。 また,銀
山にも被害が多かった.飛卵で有感.

ヽ

b
´

|

丁

′
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″

屹

７
　
Ⅸ大

津波長来沿岸

「日本被害地震総覧」より
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17414F, 17624再, 18021E(21コ )

である。

それをここに載せ る。スは経度 で,9は緯度である。後の三つ は,佐渡 と越

後の間が震源である。

N

震 源

Xm l

小木 xb.2

X
0    10姉

ヽ  3
NO.1  1762,10,31 :末 の中刻

138.7°   lE〕 , 38.1°   N
No.2  1802, 12.9 巳刻

138.4°  E, 37.8°  N
No.3    1802, 12.9  未亥:」

138.3°  E, 37.7°  N

ことに,1802年の 1日 に 2回起 きた地震では,佐渡の被害が大 き く,下記の

書 に詳 しい。

「大地震の前兆 に関する資料一今村明恒博士遺稿― (那須信法編,古今書院)

これ も,こ こに載せ させていただ く。

沢崎



享和 2年 (1802)11月 15日 の佐渡地震

この日佐渡の相川1)に ては,快晴で静

かな天気であったが10時頃 1回 の地震が

あった。これは同地においてはかつて無

かった程の強さであったといわれている。

それより4時間を経て14時頃に至り,大

地震が襲来したのである。相川における

震害は石垣の崩壊,岩石の転落,家屋の

破損等にとどまったが,鳴動がはなはだ

しく,銀山内も所々破損 し,鉱内に就業

しおりたる者もことごとく逃げ上 り,以

後余震が絶えなかったため,I夫は22日

まで就業を停止した。

この地震のため,最 も著 しい災害をこ

うむったのは,小木町2)でぁって,総戸  沢崎
数 453軒 はほとんど全潰となり,所々よ

0   10b

4.t
り失火して住家 328軒 ,上蔵23陳 ,寺院   第8図 享和2年 (1802)佐渡地震

2ヶ 所を焼き払い,圧死者 4人 (全島では5人),焼死者 14人に及んだのみなら

ず,港内の海底隆起 して,約 1町千潟となった。島の南西端の沢崎及び東南岸の

赤泊3)等 においても沿岸の海底が浅くな り,船舶出入の便を失 うに至ったため ,

官においては浚渫を企て, 2年を経て享和 4年 8月 にその功を終えたが, しかし

全 く旧に復することは出来なかった。小木町を除く佐渡 3郡の震害は焼失328軒 ,

潰家732軒 ,破損家屋 1,423軒 ,その他寺院,土蔵,郷蔵等に被害があり,死者

19人 を算えた。震央は佐渡南方の海岸を距ること約 3里の海底北緯37度50分 ,東

経 138度 25分 (137度 50分 P)の 付近と推定されている。

この大地震の前兆 としては,前記のとおり,4時間前に強震のあったことであ

るが,も っと著明なことは,小木湊では,その強震に引き続き,すなわち14時 の

大地震に先だって,港内海底が隆起したらしく解されることである。佐渡年代記

にこう記してある。

小木湊は,別 て地震強 く,入江の内変地致 し,千潟になり,洪波にも可及哉

と,人人危ぶむ処,未刻地震にて,人家震潰し,所々より出火に及び,番所役

家を始,人家三百十八軒,土蔵十三 ヶ所,寺院二ヶ寺焼失に及び,即死人十八

人あり,云 。々

未刻すなわち14時 の大地震に先だち,港底が一部千潟となって,人 々が津波襲

来を危惧したと読めるではないか。

(注)1)相 川=新潟県佐渡郡相川町  2)小木町=佐渡郡小木町

3)赤 泊=佐度郡赤泊村

「大地震の前兆に関する資料」より

父
枷

両津

赤 泊

)
/1~下~

|



“
昭和 39年 6月 16日 の新潟地震で,佐渡 はほとん ど被害 はなかった。

私の関係 した ものは,真野小学校だけであったが,間切 りのブロック壁 と柱

の間 にす き間が出来た,屋上のペ ン トハ ウスの柱の根元が コンクリー トが少々

剥脱 な どにす ぎなかった。

は じめ,テ レビのニ ュースで,新潟の被害 は大 きく,佐渡 はもっとす ごいな

どとい うので心配 してか けつけたのであ る。事務所,研究室の連中 も新潟へ行

ったが,被害は地盤のせいで,あ まり構造的興味はない, とい うことで皆佐渡

見物 をした。佐渡は観光 シーズンなのに,新潟のおかけで,観光客が予約取消

しで,皆 どこで もモテたそうである。

わが家 も無事であった。成之助叔父の家 に行 くと,庭の石灯籠が倒れている。

とな り部落の吉岡の墓地 を従兄の三郎 さんが案内して くれたが,墓石が倒れて

いる。 お二人 とも,私が来 るだろうと思 って,現場保存 されたそうで,本当に

あ りがた く思 った。地震の加速度 (地震 のはげしさ)は ,岡」体の転倒がいちば

ん簡単 な推定方法なのである。

この地震の数年前,成之助叔父は,母屋の後 ろに木造 2階建 を建て られた。

その 1階は通 り抜 けのため,ピ ロティーなのである。木造 の ピロティーは,_L

下 ピンで地震時に不安定 である。それで方杖 を入れることを提案 した。 その計

算の とき,ど ういうわけか叔父の長男の研君がそばにいた。彼 は機械科だが ,

私の計算 をす ぐ理解 して くれた。方杖 は,軽量鉄骨 にしたが,そ の図面 は,後

で義弟 になる阿部彰君が書いて くれた。地震の後,叔父が,お前のおかげで助

かった よ, といわれて大変 うれ しかった ことを憶 えている。



10。 榎田君の学位授与

(論文提出による者) 昭和63年 3月 10日理工学研究科委員会にで決定

氏    名 学  位 題 目 審 査 員 備  考

えのきだひろし
榎 田 寛 治

国士舘大学
工学部
助手

工学博士 円形開回のある壁体の鉛
直荷時の応力解析に関す
る研究

主査・教授
松 井 源 吾

教 授
古藤田 喜久雄

教 授
桜 井 譲 爾

E召50.4～ 53.3

早稲田大学大学院
理工学研究科
博士後期課程
建設工学専攻在学

学識確認及面接試
験免除

大限会館)
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お祝いの会

(63.3.28 渋谷碑珍楼)



11.稲 門建築会東 京 ドーム見学会の

あいさつ

―
 (日召禾日634F2月 13日 )一

はじめに, この見学会 を開催 させていただいた ことを,竹中工務店の皆様 に

感謝 した します。

「新 しさ,大 きさ」にびっ くりしました。

私 も,筑波博で空気膜 をや りましたが,小さな もので した。 また名古屋の体

育館では 100mの ドームを担 当 しましたが,こ れは普通の鉄骨で した。それで

も苦労 した ものです。

「新 し くて大 きい」 とい うのは担 当の方々の御苦労 は大変だ ったで しょう。

どこの大学で も構造志望の学生 は年々減 つているそ うです。早稲 田 もそうで

す。 この建物の出現は,構造の魅力 を再認識 して,再び学生が構造 を多数志望

す ることになると信 じます。

最後 にな りましたが,そ こにお られ る深尾君 は,こ の ドームの研究で,昨年

早稲田で博士にな りました。主査 は私です。

いろんな意味で,感慨深い見学会 です。
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12.富 塚卓三氏 弔辞
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13。 安東勝男君 追悼

安東勝男君を偲ぶ

早稲田大学の高等学院以来であるから,50

年の付き合いである。急逝は, さびしい「Iく

りである。

安東君と一諸の仕事は,浅草の「見番」

が最初である。私が構造設計したのも,こ

の建物が最初である。 2階建の鉄筋コンク

リート造で,観音様の裏に建っている。30

年くらい前のことである。地盤が悪 く, し

かし杭を打つ予算がない。建物をなるべく

均等にしてもらい,地耐力 5t/ポ で設計し

た。確か, フランスの雑誌だと思うが,芸

者が二人向こうむきに
'1く

っている写真が載

ったのを憶ぇている。

その後,多 くの建物を一諸に設計 した。学

校や体育館が多かった。それらは仕上げが

安いもので,構造の占める費用がかなりな

割合となる。安東君は,構造の計画からす

法まで,自 分が納得 しないと気がすまな

い。

その説明は,力学用語や構造用語な しで

なければならないので,苦労 した ものであ

る。

昨秋,父の葬儀で佐渡へ行ったが,わ が

母校真野小学校は健在であった。二人の設

計である。

早稲田大学理工学部の校舎の設計 は20年

余り前,数年間に渡っている。早稲 田大学

は,専任教員には設計料は全然払わない。

それが規則だとい うことだろう,講堂や図

「建築文化」日召不口63年 3月 号

書館も払っていないのであろう。その代わ

り,設計の手伝いの諸君の給料は出してく

れる。「臨時建設局」なので,所 員は臨時

で,多 くは大学院学生で,卒業や留学で所

員はどんどん変わる。安東君の話だと,デ

ザインのほうでは延べ30人 くらいになるの

だそうだ。構造のほうも10人 くらいだった

と思う。この不連続性は,設計変更のとき

などは全く困ってしまう。教室や実験室棟

は鉄筋コンクリート造なので,大学院学学

生で何とかできたが,研究室棟は18階 建で

鉄骨が入る。鉄骨の図面は大学院学生では

無理で,私の事務所の人たちに 1週間休ん

で描いてもらった。

菱形のブルースを外に出すことは,内藤

多仲先生が大反対で困ったが,安東君が押

し切ったのである。学会賞のお祝いのとき

は,内藤先生,ご機嫌を直して出席 してく

れた。

設計料の代わりということだろうか,安

東君,穂積さんと 3人 , 2週 間,ア メリ

カ, ヨ~ロ ンパを見学させてもらった。安

束君も私も,初めての外国なので,穂積さ

んに大変お世話になった。この旅行で,元

臨時建設局の所員が,世界の各地に留学さ

れているのには驚いた。

最後に,安東君の生前の御厚誼を謝し,

御冥福を折る。
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昭和 40年 5月 , ミラノにて

i自  言己

ヨー ロッパの各都市 に早稲田の建築卒 の人々がお られることが, この旅行で

わか って,私は,そ の年の秋にヨー ロッパ に出かけた。

安東君 は出不精で, この旅行以後,外国に出かけてはいないようである。
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安東君記念の彫刻

(模 型)

57号館地階

63.3.10

床のマサツ測定

1':'':::‐

':.::;:`11::::。

|ま

'意
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同(実物の搬入)

63.3.24
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安東勝 男先生追悼式

昭和63年 3月 26日

早稲田大学理工学部校舎大教室
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安 巡 鱗 男 教 授 3建 1奨べ 、理 嶽
京 °早極 (江 )

僕等 の クラスの優等 生。 しか し、 秀ォ とぃ ぅょ りは鬼 オで あ る。彼
の設 計 をみ る と、建 築 は努 力 よ り素鷲 であ るこ とをつ くづ く感 じさ
せ られ る。 こ うい う人 と綴 タラ スで なかったら こち ら もデザ ィナ ー
に なっ たか もしれ なヽヽ。 (機井濠 善 )

1111蹂隋膊1111鱗

「建学80周年記念

早稲田大学アルバム」

(昭和38年 ,

早稲田大学

アルバム刊行会)

織

警

艤

薔

教

援

牌
っつ
。・
“鍋
γｏ書
潟
１

曇

．

妹
檎

の
よ
う
な
額

を
し
て
、
大

き
′ヽ

肥

っ
た
少
年

が
学
院

の
同
級

生

に
居

た
。

何

時

．

今

の
よ
う

に
眠

■

四

郎

然

と
し

た
の
か
、
ど
う

し
て
も

わ
か
ら
な

い
。

一
ｔ

い
方

が
強

い
タ
ー
、
（
つ

ま
ら
な

い
・構
造

は

つ
ま
ち
な

い
ヽ
そ

の
両
市

の

縫

一
分
け

の
．　

，
ま

ヽ
こ
と
ｒ
安
驚
鱗
舅
）



14。 わが水泳―その8-

―
  (日召不日63:生F2月 )一

安東勝男君は泳 げなかった。

彼がはじめて佐渡へ行 ったのは 4月 であった。30年 よ り,も っと前であろう

か。船 はきらいだ とい う。 日本海 も 4月 になると凪 だか ら大丈夫 といった ら,

行 く気 になった。 ところが,そ の時は大いに時化た。船室で横 になって眠 る と

起すのである。「 こんなにゆれているのに眠 るのか」と。一緒 に起 きて,心配 し

ろというのである。 この時はじめて,彼が泳 げない とい うことを聞いた。

その こと,随分気 に していたようで,息子の多紀君 に泳 ぎを教 えろとい う。

住いが狛江なので多摩川が近い。一 日,多摩川へ行 った。私は川は,は じめて

で,流 されるとい うのは恐 しい ものだ とわかった。泳 ぎを教 えるどころではな

か った。

昭和 32年 8月 多摩川

安東多紀君と

佐渡中学 3年の時の水泳部の合宿 は両津であった。宮崎先生 にランカン橋 の

下の水路 を泳げ といわれた ことがある。水位の差で,加茂湖の水が海へ流れ る,

それが速いのである。下 はカキのカラでいっぱいで立 てない。なまけると流 さ

れて しまう。皆,あ きらめて海上 はるかに流 されて しまったのである。



15。 理工研の戦災

―
 (昭不口63年 5月 )一

「早大理工 80年 をふ りかえる」(早稲田大学理工学部,昭和 63年)の p.70に 石

山四郎氏が「理工研の観音像」 とい う題 で,理工研の戦災の ことを書いてお ら

れる。

その中で,「隣 りの川島研究室は電波探知機 (レ ーダーの こと)研究で,多忙

を極 めていた。」 とあるが,こ れは電気の岩片研究室の間違いである。

「川島定雄博士論文集」 (同刊行委員会, 昭和 53年)の序文は, 竹 内盛雄先

生の筆である。その中の一部 を転載 させ ていただ く。

昭和 18年 7月 ,私が南方戦線から帰国した時,理工学研究所内の川島研究室は見違え

るほど立派に拡張充実され,近代的実験設備を誇る室内では多数の研究員や学生達がキビ

キビした頼もしい活動を続けていた。先生はこの年,学位をとり,既に沼津海軍技術研究

所の軍属をも兼務して盛んに活躍中だったのである。そして,当時緊急な重要課題である

潜水艦探知距離の増張法の研究に専念していた。従来は潜水艦の発生する振動を捕捉する

ことにのみ研究方向が向けられていたのであるが,先生は自己の振動源を最小限に抑えて

探知距離を増大させるための防振法を発想し,防振材料として良質ゴムの使用による防振

構法を追究していった。

昭和 19年教授となる。

この研究の詳細は知るべくもないが,20年の終戦直後に「この成果を米軍に披露してや

りたい」と恩師に洩らした一言から察しても如何に大きな成果を挙げていたかを伺い知る

ことができる。

岩片研究室 は相手が飛行機で電波 を,川 島研究室は潜水艦 を音波で,だ った

のである。

それか ら,「 空襲 は 5月 28日 夜であった。」 とい うの も間違 ってい る。5月 25
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日だったのである。「都の西北―建学百年一」 (早稲田大学,昭和 57年)p57に

「 5月 25日 」 と明記してある。

この 5月 25日 夜の空襲の時,私は現住所の上大崎にいた。前の道路 と,と な

りの家の庭 に大型焼夷弾が落 ちたが,上に埋 めて消 した。 しか し火事の方は南

の方か ら一軒一軒移 って来 る。一軒おいた先 に ドレメの三階建の木造があった。

もう敵機 は去 っているので, ドレメ校舎の延焼 を防 ごうと,手押 しポンプで水

をかけるのだが,ダメだった。 しか し,こ の校舎,がっち り出来ているので ,

焼 け落ちるのに時間がかか り,夜が明けて消防 自動車が来 て くれ,前の家は延

焼 をまぬがれた。勿論,わ が家 も。

一晩中,奮闘 したので,翌 26日 宿直なのだが,休 む とい う電話 を研究所 にか

けようとするのだが,かか らない。研究所 は焼失 していたのである。

27日 ,国電がダメなので,日黒か ら歩いた。三時間 もかか ったであろうか。

若松町に来てみると,喜久井町 は全滅で,わが研究室 は無 いのである。

研究所 に入 ってぼう然 としていたら,学徒動員の今井浩一郎君が,見 ました

か という。気がつかなかったが,方々の トタン板の下 は焼死体である。川島研

の宿直四人中,助かったのは一人で,あ とは行方不明。助 か った助手は,早稲

田中学前の防火用水に入 った り出た りして助か った とい う,煙での どがすっか

りや られて しわがれ声であった。皆,飯田橋 の方に逃 げた とい う,彼は逃 げお

くれたのである。馬場下か ら飯田橋 まで,全部焼 けたのだか ら,あ との二人生

存の見込みはない。全線座 か ら高田馬場 まで,焼け残 ったのであるか ら,反対

に逃 げた ら助 かつただろうのに。 しかし馬場下の火勢は ものす ごくて,高田馬

場 まで続いていると思 ったそ うである。

それか ら,研究所か ら飯 田橋 への道を焼死体 をさが し廻 った。一番若い倉持

君 という助手の焼死体がみつかった。焼 け残 りの板で棺 を作 り,研究所の中で

火葬 にした。他の二人 は見つ けることが出来 なかった。
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石山四郎氏 は「所員の半数が殉職 した」 と書かれているが,ほ とんど全部殉

職 されたのではないか と思 う。

私 は一晩違 いで助か った。
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16. TOYOTAと TOTOYA

―
 (日召不日631年 2月 )一

もう随分前の ことであるが,1970年の暮 に,お ばさん とオース トラ リヤヘ行

った。おばさんの甥の雑賀正平 さんが,三和銀行のシ ドニー支店長 をされてい

た。

雑賀 さんの案内で,工事中のオペ ラハ ウスを見学 した。街中を案内 して くれ

ているとき,「 自動車 は皆 日本製です よ」とい う。私 は自動車の型な どは知 らな

い。文字 をよむ と,「 ととや」だ,ア レッと思 った。 よ くよむ と「 トヨタ」なの

である。

シ ドニーの公園にて
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工事中のオペラハウスヘ

ハーバープリッジと

オペラハウス

昭和 20年代の後半か ら 30年代 は,よ く新宿で飲んだ。 たいてい「馬上盃」

であつたが,そ の とな りが「 ととや」である。「馬上盃」は吾々庶民 む きであっ

たが,「 ととや」はやや上品であつた。 どち らも安田与佐 さんの兄 さんの経 営

なので,時々は「 ととや」の方へ も行 った。

「 ととや」のお客は文学者が多 く,青野季吉,中島健蔵 をよく見 かけた。 あ

る時,高村光太郎が,一人です うっ と入 って来て,酒を一本飲んで,ま たす う

っと出て行 った,印象的であった。

再 びオース トラ リヤ旅行の話 にかえるが,シ ドニーか らキャンベ ラ,メ ルボ

ヽ

‥

Ｌ

‥
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ルンヘ行 った。 メルボルンか ら,西海岸 のパースに向 う。途 中,ア デレー ドで

着陸,飛行機が変 るのである。 それを知 らずに荷物 をおいた まま降 りた。

全 く同 じ型 の飛行機 なので,変った ということ知 らなか った。バ ックは運 ん

で くれてあった。おばさんの ショールだけない,さ が して もらったが飛び立つ

までにはわか らず,パースのホテルヘ届 ける という。 とうとう,パースに居 る

間には届かず,お ばさん もあきらめた。

帰国後,数力月たって,オ ース トラリヤの航空会社か ら電話があ り,シ ョー

ルは羽田へ運 んだ, とりに来 るようにと。聞いた ら,

Waseda IJniv.

だけは確かなのだが,そ のあ と

Agriculture,ヽ 4itsui

となっているのだそうだ。早稲 田へ電話 して,農学部 に三井 とい う人がいるか ,

うちには農学部はない,そ れでは最近オース トラリヤに行 った人 は,そ れで

Architecture,Matsui

の間違い, とわかった とい うことである。

関係者の,親切 と,勘の よさに感心 した。

おばさんは,大変喜んでタクシーで羽田へ とりに行 った。

この話,シ ドニーの雑賀 さんに報告 した ら,「 おばさん,オ ース トラ リヤがい

っそう好 きになったで しょう」 と。 そうだった と思 う。

ブラジルの従弟の手紙 は,日本語だが ローマ字である。 ローマ字 というのは

全 くよみに くい。



17.こ の半 年のアルバ ム

三君の博士お祝い(63.1.15 目白)

成清敬―郎君結婚披露

(63.1.17 横浜,ホテルニューグランド)

♂,.警:ス 蝙
‐
靱
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開 会

乾 杯

稲門建築会新年宴会(63.1.21 永楽倶楽部) 新博士と
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福引き当選



校 歌

目黒玉ずしの松井研二次会



内藤君の博士のお祝い,

鹿島松井研

(63.2.5 赤坂)

同二次会

(わ が家 1階 )
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_■1同二次会

稲 P5建 築 会 」ヒ海道 :支 部 総 会  昭榔3年 2月26日 於札幌国際ホテル
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卒業式の後

(63.3.25 松井研)
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菊竹さんの還暦を祝うKパーテイ

(63.4.1 ホテル西洋)
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自然観光館現場

(63.4.15 那須高原)
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松井研の新入生歓迎会

(63.5.11 高橋どぜうや)

六日会

(63.5.21 新橋蔵前工業会館)

(伊藤孝次氏より)

上
野
氏

中
田
氏

萩
田
氏

伊
里
氏
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三階堂行彦氏長男毅彦君結婚披露

(63.6.4 ホテルオークラ)
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躙

‐鶴屁鶴鰺

ざ 鯰
_珈饉醸扁圏‐劇ロロ

(63.6.8 大隈会館)

・ヽ

|‐暴

:聰鰺鷹
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.撫隕晰鉤艶陶腱ぃ

稲門建築会総会

(63.6.9 永楽倶楽部)
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同
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鐵鑑____麟

松井研在学生による誕生日祝い

(63.6.12 わが家 1階 )

光弾性学会前夜(63.7.4 大阪)

田中輝明氏より
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光弾性学会

(63.7.5 大阪)

澤芳昭教授および

田中輝明教授より



18.  架能  言己

1.真 野中学体育館の応力算定

―
 (日召不日63〔年 2月 )一

今,原稿を書いてい る「木造の構造設計」 という本の,設計例第一に真野中

学体育館 を載せるつ もりであった。

当然,木造の規準 に従 って記述すべ きである。規準 とい うのはいろいろ変 る,

ことに今度は大幅 に変 った。 どうして も,つ じつ まの合 わない ところが出て来

て,載せ ることを断念せ ざるをえなか った。30年以上前の設計であるか ら,致

方がない と思 う。

「縞 その 4」 に,そ の計算書 を載せている。青図か らの コピーな どで,あ ま

0.25

G G'

05

C

B
A

25t

05

05

0.25
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り明瞭でない。 ことに応力の図解法は,ほ とん ど消 えている。 当時は,こ のよ

うな方法で しか応力を求める ことが出来なか ったので,図解法が よ く用いられ

た。記録 として残 したい と思 う。

Mlの 垂井睦君 に再現 して もらって,こ こに載せ る。

A(1-6)

10

0.6

D'

C'
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設計用応力表

部 材 (自 重 )+(雪 )

(自 重 )+(風 ) 設計用応力

風 上 風 下 引 張 圧 縮

B-1 -5.0 -8.0 (S) 6.1 (S)-8.0
-5.0 -8.0 6 (S) 6.1

(S) 5。 7

(S) 7.6

(S) 7.8

(S) 0.5

(L)8.8

(し )  7.86

(L)6.9

くL〉  5.9

(S) 0.7

(S) 0.6

(S) 6.8

(S) 3.41

(S)  2.26

(L)

(L)

(S)

(S)

4.9

0.3

7.2

(S)-8.0

(S)-7.1

(S)-8.4

(S)‐-8.1

(S)-8.1

B-b ll -u.o -7.1 5,7

A-1 7.6 -8.4

-8.10

-9.0

-7.8

A‐ 4 7.0 -8.1

-2.8C-7

D-8

-6.8

-6.2

-3.6

(L)-10.0

(L)-9,02.3

0.5

-0.5

-0.43

4.2

-3.27

0.95

0.35

E-10 くし)-7.8
(し )-6.6

(し )-1.25

(S)-0.3

-6.6

G-13 -1.26

6 7 8.8

7.86

A-1 1 6.90

A-14'|~~ 1~fb~~~1 5,90

0

03 4

4 5 0

5 6 0

7 8 -1.12

9‐ 10 -1.38

I l-lz'i,, -1.88

1 2-14

1 3-14
」 __

2-3
L

A-6

-1.9

-0.33

-0.3

5.93

3.65

0.35

(S)-3.27

(S)-0.4

(S)-1.0

(S)-7.7

(L)-1.12

(L)-1.38

(S)-2.74

(S)-3.35
(S〉 -2.5

(S)-1.95

(S)-0.5

(S)-8.4

-1.0

0

-0.4

0.6

-7.7

0.24

3.41

2.26

2.7

-3.35

-2.5

-1.95

3.25

0.3

-8.4

6.8

-0.66

-1.39

-2.74

2.7

3.05

(ヽ )'」 1月   (L)長 期

6.1

B-3

(S) 7.6A-2 7.6

0

-10.0

F-12

A-9

||

0

0.7

(S)  0.24

(S) 2.7

〈S)  3.05

(S) 2.5

14-14':,:t 0

-9s il --0.!lo-lr,i r.o 2.5

0.15

3.25

-0.5

7.2
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2.真 野小学校の校歌

真野小学校の校歌 も佐渡中学 と同 じで御風,晋平の作であった。

音 秋 春
悲 に の の
想 き 月 申
山 く

・ ヽ
く ヽ ・

作
曲
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「中空スラプの計画と設計」

(昭和 63年 ,鹿島出版会 )の 「序」 と「あ とが き」

序

薄鉄板製の円筒型枠を埋め込んで中空部を作る,現場打ち鉄筋コンクリー ト

中空スラプを,筆者がはじめて実施してから20年余りになる。しかし,現在,

数多く使われているのである。

昭和43年に「中空スラブ構造」を,昭和49年に「中空スラプの設計」を出

版したが,今,こ れらは絶版になっている。

その後,二方向中空スラプの実施, 多くの研究,実測等がなされてきた。

これらをとり入れ,新たに中空スラブに関する総合として,本書を出すこと

にした。

日召禾日63:年 5月

あとがき

本書は共著であるが,著者は皆,松井研関係者である。前著「見える力学」

の「あとがき」に,「私の場合には,前 にも後にも,道 らしいものはないのでは

ないかと思う。野原を歩き回っただけという気がする。」と書いたが,中空スラ

ブに関する限り,前言とり消しの必要があるようだ。

昭和43年の「中空スラブ構造」の「まえがき」の最後は「一つの構造法とし

て永く残るものであると信している。」と書いてある。また,同 じ頁に縦に長い

中空管と鉄筋が長々と続いた写真がある。これは編集担当の尾崎寿一郎氏の案

で,永 く続くようにとの念願であった。正直なところ,こ んなに永く使われる

とは思っていなかった。開発者として幸せであると思っている。

本書により,中 空スラブがより多くの人々に使われることになれば,一層喜

ばしいことである。



あ とが き

「縞」も一その 10-と なった。一区切 りである。少々

マンネ リである と思 うが,一つのスタイルが出来 た とも

考 えられ る。いろんな意味で読んで くれる方々がいると

いうことは有難い ことで,続けて行 きたい と思 っている。

△́・回は,学問的な ことが さっぱ りない。研究 をな まけ

ているわけではないが,パ ッとした ものがないのである。

方々の建物が, この ところ次々 と竣工 した。 この頃の

建物 は規模が大 き く,竣工の時は設計か ら年月がた って

いて,申訳ない ことであるが,細かい ことは忘れている。

最近 は,構造屋 も竣工式 によんで くれる,あ りがたい こ

とである。

日召禾日63生F7月



著者略歴

大正 9年 6月

日召禾日18有■9月

日召禾日23生F12月

日召不日27年14月

日召不日35`毎二 1 月

昭禾日36奪14月

佐渡 に生 る

早稲田大学理工学部

建築学科卒業

早稲田大学専任講師

同助教授

工学博 士

早稲田大学教授

縞 ―その10-

研究室にて(昭和 63年 6月 )

非売品

発 行  昭和63年 10月  ◎

著  者 松 井 源 吾

〒141 東京都品川区上大崎 4-5-10

電 話 03(491)2077

株式会社 土木春秋社

〒151 東京都渋谷区代々木 2-23-1

電 話 03(370)5020

製  作








